





























































































































































































Tout le monde a honte.


































































ようやく口から出た言葉は « Qu’est-ce que vous faites dans la vie ? » だった。男
は私から視線を逸らしながら « Je suis SDF » と答えた。私はその略語が何を意
味するか判らなかったがPDGは知っていた。質問から考えれば、それが何かし
らの職業か役職であると思われた。それで私は « Ah, c’est pas mal comme




















Le pire dans la honte, c’est qu’on croit étre seule à la ressentir.





























































































































































































(  1) 単行本として発表されているエルノーの著作および翻訳は以下の通り。Les
Armoires vides (1974), Ce qu’ils disent ou rien (1977), La Femme gelée (1981 邦訳『凍
りついた女』1995年), La place (1984 邦訳『場所』1993年), Une femme (1988 翻訳
『ある女』1993年), Passion simple (1991 邦訳『シンプルな情熱』1993年), Journal du
dehors (1993 邦訳『戸外の日記』1996年), La honte (1997), « Je ne suis pas sortie de la
nuit » (1997), L’événement (2000 邦訳『事件』2004年), La vie extérieure (2000), Se
perdre (2001), L’occupation (2002 邦訳『嫉妬』2004年)。いずれも原書は Editions
Gallimardから、翻訳は早川書房から出版されている。なお、翻訳では『事件』は
『嫉妬』に併録されている。これら以外に2003年にフレデリック＝イヴ・ジャンネ
との対談集(L’écriture comme un couteau , Stock, 2003) が発刊されている。本論文で
は翻訳のあるものはそれを参照し、随時変更を加えた。
(  2) とりわけ堕胎の思い出を描いた『事件』(2000年)では『空の箪笥』と同様の状
況が語られる。『事件』では主人公「私」は作者の結婚前の本名アニー・デシェー
ヌであることから、『空の箪笥』そのものが作者の経験を直接反映したものである
と考えられる。cf. Annie ERNAUX, L’événement, Folio/Gallimard, 2000, p23




顕れるのです」Annie ERNAUX, « Vers un Je transpersonnel » dans Autofiction&Cie,










(  4) Annie ERNAUX, La place, Folio/Gallimard, 1983, p23
(  5) Annie ERNAUX, La place, Folio/Gallimard, 1983, p23
(  6) この点に関して我々はフィリップ・ルジュンヌの自伝定義を参考にしよう。
彼によれば自伝作家とは読者にとって既知の存在、有名人であり、その自伝と履
歴に客観的な同一性を見出すことが可能でなければならない。cf. Philippe
LEJEUNE, Le pacte autobiographique, Seuil, 1975, pp23-26 読者にとって客観的な履
歴を知り得ない人物についての「伝記」は、まさに小説の登場人物についての物
語と同様だと考えることも出来るのだ。
(  7) cf. Annie ERNAUX, « Vers un Je transpersonnel », op. cit., pp220-221 
(  8) cf.「書く行為は、まさにこれ、性行為のシーンから受けるこの感じ、この不
安とこの驚愕、つまり、道徳的判断が一時的に宙吊りになるような一つの状態へ










とを見逃してはならないだろう。( Claude GAUGAIN, « De quelques lignes de fuite
du récit autobiographique dans les années 1990 : de l’autoperformance intime au journal










(13) cf. « Accouchement de : Mademoiselle Annie Duchesne. Prévu le : 8 juillet 1964. »














(16) cf. Philippe LEJEUNE, Le pacte autobiographique, Seuil, 1975, p14 
(17) Vincent de GAULEJAC, Les sources de la honte, Desclée de Brouwer, 1996, p159
(18) Ibid., p301







(23) Annie ERNAUX, La place, Folio/Gallimard, 1983, p23
(24) 階級の隔たりを感じつつも、自分の属する階級からは出ようとはしない父の
姿は他の作品にも見られる。例えば『あの人たちの言うこと或いは空しいこと』




に居ず」教会見学では「遅れてついてくるのだった」Annie ERNAUX, La honte,
Folio/Gallimard, 1997,  p125
(25) Annie ERNAUX, La place, op.cit. p90
(26) Ibid., p45



















(31) Annie ERNAUX, Une femme, op.cit., p106
(32) Annie ERNAUX, La honte, op.cit., p44
(33) Ibid., p45
(34) Ibid., p70
(35) Ibid., p71
(36) Ibid., p85
(37) Ibid., pp115-116
(38) Ibid., p116
(39) Ibid., p117
(40) Ibid., p131
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